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　福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
第
五
〇
回
定
期
総
会
が
五
月
二
十
三
日
（
水
）
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
に
お
い
て
、
代
議
員

二
十
三
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　坪
内
副
会
長
（
全
労
済
福
井
県
本
部
長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、
総
会
議
長
に
枡
田
代
議
員
（
連
合
福
井
）
を
選
出
、
来
賓

に
中
央
労
福
協
か
ら
大
塚
事
務
局
長
並
び
に
福
井
県
労
働
政
策
課
西
田
課
長
、
福
井
市
労
政
課
城
戸
課
長
を
迎
え
、
労
福
協

馬
場
会
長
は
、｢

こ
れ
ま
で
の
八
年
間
の
様
々
な
労
福
協
の
活
動
に
つ
い
て
、
福
祉
事
業
団
体
の
支
援
・
協
力
に
感
謝
の
意

を
表
し
、
今
後
も
連
合
福
井
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
安
心
で
き
る
福
祉
社
会
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い｣

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
挨
拶
の
中
で
、
大
塚
事
務
局
長

は
、｢

中
央
労
福
協
と
し
て
、
生
活
福
祉
サ
ポ
ー
ト
と
国
際
協
同
組
合
年
を
重
点
に
取
り
組
み
し

て
い
き
た
い｣

と
挨
拶
を
行
い
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
吉
田
副
会
長
が
こ
の
一
年
間
の
活

動
報
告
及
び
決
算
報
告
並
び
に
新
年
度
の
活
動
方
針
及
び
予
算
を
提
案
し
、
代
議
員
全
員
で
確

認
・
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
役
員
改
選
を
行
い
、
全
て
の
議
案
を
終
え
ま
し
た
。

　本
総
会
で
の
活
動
報
告
（
概
要
）
や
活
動
方
針
（
概
要
）
及
び
新
役
員
に
つ
い
て
は
、
次
の
通

り
で
す
。

ユニオントラベル福井が

●ユニオントラベル福井情報発信サイト「若狭の旬」の目指すこと

地域応援・交流サイト
馬場会長

会場風景

※新役員

二
〇
一
一
年
度
の
主
な
活
動
内
容

１
．政
策
・
制
度
要
求

　
地
方
労
福
協
会
議
や
、
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
な
ど
を

通
じ
、中
央
労
福
協
と
も
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
運
動
を

進
め
ま
し
た
。① 

多
重
債
務

対
策
② 

消
費
者
運
動
と
の

連
携
の
取
組
み
③ 

国
際
共

同
年
組
合
の
取
り
組
み
　ま

た
、
福
祉
事
業
団
体
の
課
題

を
中
心
に
対
知
事
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

２
．事
業
団
体
支
援
活
動

⑴
北
陸
３
県
連
合
・
労
福

協
と
北
陸
労
金
連
絡
会

議
で
現
状
の
課
題
と
自
主

福
祉
運
動
の
連
携
や
そ
れ

ぞ
れ
の
取
組
み
に
つい
て
協

議
し
ま
し
た
。

⑵
連
携
強
化
実
務
責
任
者

会
議
で
は
、
各
事
業
団
体

近
況
報
告
及
び
平
成
24

年
度
の
会
費
や
対
外
会
議

の
参
加
要
請
等
に
つ
い
て

要
請
・
確
認
し
ま
し
た
。

⑶
労
福
協
会
議
で
は
、
各
事

業
団
体
の
事
業
推
進
支
援

と
専
従
役
員
の
地
域
担
当

に
つい
て
協
議
し
ま
し
た
。

⑷
連
合
福
井
・
地
協
・
労

福
協
と
の
連
携
強
化
会
議

で
は
、
労
金
・
全
労
済
・

ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル
・
労
使

相
談
セ
ン
タ
ー
・
各
地
協
・

労
福
協
が
相
互
連
携
し
て

福
祉
事
業
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
を
論
議
し
確
認

し
ま
し
た
。

３
．事
業
活
動

⑴
勤
労
者
生
活
設
計
支
援

事
業
と
し
て
、
勤
労
者
の

た
め
の
労
働
問
題
基
礎
講

座
を
県
内
７
箇
所
で
開
催

し
ま
し
た（
総
勢
３
９
８
名

参
加
）。テ
ー
マ
は
、
各
地

域
の
要
望
に
よ
り
、
高
齢

者
雇
用
安
定
法
、
労
働
法

の
基
礎
講
座
、
労
働
問
題

や
ク
レ
・
サ
ラ
問
題
の
タ

イ
ト
ル
で
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
事

業
は
、
福
井
市
以
外
の
８

市
で
、
前
期
・
後
期
で
実

施
し
ま
し
た
。開
催
周
知

は
新
聞
広
告
と
自
治
体

広
報
を
活
用
し
、
延
べ
16

会
場
で
多
く
の
相
談
（
57

件
）を
承
り
ま
し
た
。

⑵
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と

し
て
、｢

第
六
一
回
福
井
県

勤
労
者
美
術
展｣

を
開
催

（
９
月
29
日
か
ら
４
日
間
、

２
８
１
作
品
展
示
・
入
場

者
数
１
０
０
２
名
）、
文
化

公
演
等
で
は
【
ハッ
ピ
ー
ド

リ
ー
ム
サ
ー
カ
ス
】　【
第

10
回
芸
文
い
こ
さ
寄
席
】

で
の
入
場
料
を
助
成
し
参

加
を
募
り
ま
し
た
。（
計

３
５
０
名
の
応
募
あ
り
）

　
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て
、第

22
回
福
井
勤
労
者
綱
引
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
福
井
市
・

福
井
市
綱
引
連
盟
と
の
共

同
開
催
）
を
実
施
し
ま
し

た
。昨
年
よ
り
４
チ
ー
ム
多

い
20
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ

り
白
熱
し
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。（
２
０
１
２
年
１

月
22
日
：
福
井
市
南
体

育
館
に
て
）

⑶
研
修
会
等
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
２
年
は
国
連
が
定

め
た
「
国
際
協
同
組
合

年
」で
あ
り
、
そ
れ
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
（
労
福
協

50
周
年
事
業
の
一
つ
）
を

行
い
ま
し
た
（
参
加
者
：

58
名
）。

　
講
師
は
中
央
労
福
協 

大

塚
事
務
局
長
と
福
井
県

民
生
協 

竹
生
理
事
長
。

は
じ
め
に

 

労
福
協
は
、
今
年
第
50
回

の
定
期
総
会
を
む
か
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

50
年
の
歩
み
の
前
半
は
高

度
成
長
と
バ
ブ
ル
の
時
代
で
、

物
価
上
昇
で
働
く
人
々
の
生

活
は
大
変
で
し
た
が
、
賃
金

も
上
昇
し
、
働
け
ば
将
来
の

生
活
設
計
が
描
け
る
時
代
で

し
た
。後
半
は
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
、失
わ
れ
た
20
年
と
い
わ
れ

る
デ
フ
レ
の
時
代
に
な
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
規

制
緩
和
の
名
の
も
と
に
、
雇

用
環
境
が
厳
し
い
時
代
と
な

り
、
働
く
人
々
に
と
って
よ
り

一
層
厳
し
い
時
代
に
入
っ
て
い

ま
す
。

 

私
た
ち

は
こ
の
よ
う

な
時
代
に

あ
っ
て
、
自

分
た
ち
を

取
り
巻
く

状
況
を
し
っ

か
り
認
識

し
な
が
ら
、

自
ら
は
も

ち
ろ
ん
、
未

組
織
の
労
働
者
の
人
た
ち
と

も
連
携
を
と
り
な
が
ら
自
主

福
祉
の
向
上
の
た
め
の
運
動

を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。多
く
の
先
輩
や
関
係
者

の
こ
れ
ま
で
の
御
苦
労
や
積

極
的
な
活
動
に
感
謝
を
し
な

が
ら
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

つ
つ
さ
ら
な
る
継
承
発
展
の

た
め
の
運
動
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

〔
基
　
　
調
〕

 

労
福
協
50
周
年
の
記
念
事

業
を
行
い
ま
す
。

 

中
央
・
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
・

北
陸
ブ
ロッ
ク
を
中
心
に
、
連

携
や
情
報
交
換
を
行
い
、
必

要
な
課
題
に
つ
い
て
は
統
一
行

動
に
参
加
し
ま
す
。ま
た
、県

内
の
友
誼
団
体
と
も
課
題
毎

に
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動

を
進
め
ま
す
。

　
福
祉
事
業
団
体
の
事
業
推

進
に
あ
た
って
は
、関
係
組
織

労
働
者
を
軸
に
、
と
り
わ
け

連
合
福
井
地
協
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
地
域
毎
の
運

動
展
開
を
進
め
ま
す
。そ
の

際
、
未
組
織
労
働
者
や
Ｏ
Ｂ

の
参
加
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
推
進
し
ま
す
。

〔
活
動
方
針
〕

１
．政
策
・
制
度
の
改
善

⑴
自
治
体
へ
の
要
求
に
つ
い
て

は
、
連
合
福
井
並
び
に
各

地
協
と
の
協
議
を
持
ち
な

が
ら
、
事
業
団
体
の
要
求

内
容
に
照
ら
し
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

２
．自
主
福
祉
事
業
の
強
化
・

　
　発
展

⑴
事
業
団
体
の
事
業
推
進
活

動
に
つい
て
は
、
連
合
福
井

と
の
連
携
を
蜜
に
し
な
が

ら
、
共
同
し
て
推
進
に
努

め
ま
す
。各
事
業
団
体
間

の
相
互
理
解
と
連
携
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
取
組
み

ま
す
。

⑵
未
組
織
関
係
へ
の
働
き
か

け
に
つい
て
は
、
大
き
な
課

題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
自
治
体
広
報
や
マ

ス
メ
デｨ

ア
を
利
用
し
な
が

ら
働
き
か
け
を
続
け
ま

す
。

３
．事
業
活
動

⑴
生
活
設
計
支
援
の
た
め
の

事
業

①
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会

基
本
的
に
７
月
、
２
月
を

中
心
に
、
福
井
市
以
外
の

８
市
で
実
施
し
ま
す
。

各
事
業
団
体
に
も
相
談

対
応
の
協
力
依
頼
を
し
ま

す
。広
報
は
自
治
体
広
報

と
新
聞
広
告
を
基
本
と
し

ま
す
。

②
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

福
井

勤
労
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
対
外
的
に
も

認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
積

極
的
に
進
め
、
相
談
解
決

度
を
よ
り
高
め
ら
れ
る
様

に
努
め
ま
す
。

③
労
使
相
談
セ
ン
タ
ー

福
井
県
労
働
相
談
業
務

事
業
の
受
託
事
業
で
３
年

目
に
入
り
ま
す
。昨
年
の

相
談
件
数
は
、
嶺
南
49

件
、丹
南
60
件
で
し
た
。相

談
件
数
増
を
目
指
し
ま

す
。

⑵
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
事

業
①
第
62
回
勤
労
者
美
術
展

事
業
の
主
体
は
福
井
県
勤

労
者
福
祉
基
金
協
会
と

し
ま
す
が
、
参
加
増
に
引

続
き
努
力
し
ま
す
。

開
催
日（
展
示
）

12
月
６
日（
木
）〜

12
月
９
日（
日
）　

②
文
化
公
演
への
参
加

50
周
年
記
念
事
業
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

【
デ
ィ
ズ
ニ
ー
オ
ン

　
　
　
　
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
】

開
催
日
２
０
１
２
年

10
月
13
日（
土
）

会
場
　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

【
第
11
回
い
こ
さ
寄
席
】

開
催
日
２
０
１
３
年

3
月
20
日（
水
・
祝
）

時
間
：
未
定 

会
場
　
福
井
市
文
化
会

館
③
第
23
回
福
井
勤
労
者
綱

引
フェス
テ
ィ
バ
ル

福
井
市
・
福
井
市
綱
引

連
盟
と
の
共
催
で
実
施
し

ま
す
。
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牧　野　恭　英
小　林　宣　之
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2012 年度～ 2013 年度　福井県労福協役員

40周年企画
ユニオントラベル福井は

おかげさまで40周年を迎えました

ありがとう

th40

○企画商品のタイムリーな情報発信と対応強化（２４時間対応）

○フェイスブックを活用した、顧客との「つながり」の強化

○お客様利便性の追求。（宿泊割引券や特別企画の設定）

　応援よろしくお願い致します。

検索

第一弾！

二
〇
一
二
年
度
の
活
動
方
針

新会長に山岸氏（連合福井会長）
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●北陸電工

●トマト＆オニオン●東消防署
済生会病院●

●
熱帯魚館

福井テレビ●

●問屋
　センター　

コクヨ
●

ダイゲン
●
●
創文堂
印刷

●
ジェイ・エス
プリント

●ＧＳ

山口商会
●

新駐車場

ユニオンプラザ福井

　全労済福井県本部では、３月１７日（土）午後１時から「ぼうさいカフェinふくい」を福井市のアオッサで開催し、親子連れら８１名（大人
６３名、子ども１８名）が科学実験やクイズを通して防災の重要性を楽しく学びました。
　今回のイベントは、東日本大震災により社会的に防災・減災への関心が高まっているなか、福井労働者共済生活協同組合創立５０周年記念
事業の社会貢献活動の一環として、組合員や生活者の防災・減災意識の向上をはかることを目的に、内閣府政策統括官(防災担当)、福井県、福
井市、福井県労働者福祉協議会、福井新聞社、福井県防災士会の後援を受けて開催したものです。
　イベントの中の「防災科学実験ショー」では、防災科学技術研究所(茨城県つくば市)の理学博士、納口恭明氏がＤｒ.ナダレンジャーに扮し
て、地震時の高層ビルの揺れを、スポンジや発泡スチロール製ブロックを使って再現し、揺れの周期の長短で影響を受ける建物の高さの違い
を、一目で分かるように解説しました。ジョークを交えたトークで会場を笑いで包みながら、地震への備
えを促していました。
　参加者のアンケートからは、「役に立った」「面白かった」「今後も参加したい」などの感想があり、
防災意識向上の一助になりました。

休日相談

月　　日

2012年7月21日（土）

2012年7月22日（日）

2012年7月22日（日）

2012年7月28日（土）

2012年7月28日（土）

2012年7月29日（日）

2012年7月29日（日）

2012年8月11日（土）

10：00～13：00

9：00～12：00

13：00～16：00

9：00～12：00

13：00～16：00

9：00～12：00

13：00～16：00

9：00～12：00

敦賀市男女共同参画センター

越前市生涯学習センター

鯖江市嚮陽会館

大野労働福祉会館

勝山労働福祉会館

坂井市高椋公民館

北陸労働金庫金津支店

小浜市勤労福祉会館

敦賀市三島町2 - 1 - 6

越前市府中1-13 - 15

鯖江市桜町2-7-1

大野市陽明町4 - 710 ろうきん大野支店

勝山市昭和町1 - 1 - 9 ろうきん勝山支店2Ｆ

坂井市丸岡町西里丸岡12-21-1

あわら市市姫4 - 1 - 18

小浜市後瀬町1 - 6 ろうきん小浜支店

時　　間 会　　場 住　　　所

※開催周知は、福井新聞、日刊県民新聞の朝刊に掲載（７月中旬予定）。自治体広報誌にも掲載（一部自治体）。
※予約制ではありませんが予約した方はスムーズ（優先的）に相談できます。

くらしなんでも相談

2011年度の１年間の相談数及び相談内容等は、下記の通りです。

取次先　弁護士 70 件、司法書士 6件、他、福祉事業団体や行政機関などの
　　　　相談機関へ紹介・誘導。

＊項目別比率は、労働相談１４．６％、生活関連４１．２％、金銭・財産３１．０％、
　社保税その他１３．２％。

（2） 相談内容等

１１２件１４９件 ４８件

社保･税金等、
その他金銭・財産生活関連

（1） 相談件数、電話＆来所、専門家への取次

2011年 4月～
2012年 3月 ５３件

労働相談

2011年 4月～
2012年 3月 ３６２件

相談合計

２２９件

うち
電話相談

１３３件

うち
来所相談

（１４２件）

専門家等へ
取次 ）（

（3） 主な相談内容
 〈労働相談〉　従前と同様、中小企業に勤務する労働者（労働組合がない：
パートも含む）からの相談が多い。相談内容は、企業業績が低迷し、雇用環境
の悪化により、解雇・リストラや賃金（サービス残・未払い）に関する相談の
比率が高くなっている。他、労働災害や退職に伴う保険関係の相談や労働
契約（就業規則・雇用契約）に関する相談や管理者の資質や企業風土にも関
連するが、パワハラやいじめ等の悩み相談（人権問題）も少なくなかった。

 〈生活関連〉　生活上（就業に関すること含む）のさまざまな悩み（困りごと）
相談の他、土地・建物の不動産関連、消費契約問題、交通事故など法律的な相
談や家庭内問題（夫婦間、両親の高齢問題=扶養・介護、成人した子の悩み等）、
近所間やストーカー問題などの相談もあった。また前年度と同様に、定職を
持てない人（特に中高年齢層の長期失業者）や高齢世帯（独居老人含む）、
障害者や生活保護受給者の方から生活（苦）に関する相談も目立った。

 〈金銭・財産〉　多重債務者の相談が少なくなってきているが、収入水準が
低くなった（又は失業）ことにより、既に借りている住宅ローンや教育（車）

ローンの返済が厳しくなってきているとの相談が少なくない。その他、友人・知人間の貸した後の相談（貸手側、借手側）もあった。
　　一方、財産に関しては、高齢者からの相談（生前贈与・事前相談）や推定相続人による相続相談が増えてきている。また老親の病気（老化障害・
認知症など）の関係で財産管理（成年後見法関連）の相談も出てきている。
 〈社保・税〉　社保制度に関する相談として、年金（裁定請求・在職年金・資格・受給など）、離職時の雇用保険制度や医療・介護・年金加入の状況（条件、
内容）に関すること、また配偶者・子・老人扶養に関して社会保険加入条件や税法上についての相談があった。

（4） 宣伝・周知について
　　① 福井新聞タウン誌 「 Fu （ふう）」に広告掲載（A－４全面）。（２０１１/５/２３県下２１万部）
　　② 福井FM放送 （ラジオ）のＣＭを実施。１１月月間、平日 3本、秒数 :２０秒＝計６０本
　　③「くらしなんでも相談」（各８市）の周知に併せて広告掲載 （地元新聞２社）
　　④ 労福協機関誌（２ヶ月に１回発行）に掲載の他、タウンページの職業別：相談サービス欄に掲載

福井県勤労者
旅行センター

福井県労働者
信用基金協会

福井県
労働福祉会館

福井県民生活
共同組合

北陸労働金庫

全労済
福井県本部

団体名

6月19日（火）

6月20日（水）

6月20日（水）

6月21日（木）

6月26日（火）

7月30日（月）

開 催 日 開 催 場 所

ユニオンプラザ福井

ユニオンプラザ福井

ユニオンプラザ福井

県民生協本部センター

石川県立音楽堂

国際交流会館

福祉事業団体〈総会〉
スケジュール

さらに利用しやすくなった「ユニオンプラザ福井」

2012年
第1回

相談
無料

弁護士さんと

法律相談ができる

　ユニオンプラザ福井の道路斜め向かいに、45台駐車可能な大型駐車場を新設しました。
これまで当プラザ利用の駐車場としては、建物周囲のほかに少し離れたところに大型駐車
場がありますが、今般、新たに下記場所に大型駐車スペースを確保しました。会館ご利用
のお客様にとって、さらに便利になりました。皆さまからなお一層のご利用をお待ちして
おります。


